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研究目的 
 高等教育を巡る情報環境において、学生の情報探索行動の把握は重要な案件である。学生は学習に

おいて、どのような情報行動をとっているのか、そして大学図書館が学習教育支援組織としての機能

を十全に果たしているか、は大学において大きな問題である。この十数年の間の、インターネットの

普及、電子情報源の増大そしてサーチエンジンの浸透ぶりは学生の情報行動を大きく変えた。一方、

携帯電話への依存、読書離れ、安易なコピー＆ペーストといった学生の情報行動について語られるこ

とは多いが、その実態を実証的に調査した研究は少ない。本研究はこれを筑波大学中央図書館の協力

を得て、アイトラッカーとログ分析により明らかにしようとするものである。 
研究成果  
 2009 年度に知識情報・図書館学類の学生 16 名を筑波大学中央図書館の協力を得て、実験場として、

実験調査を行った。また同じ課題で図書館員 4名の調査を実施し、分析した。 

その結果、学生はサーチエンジンとウィキペディアをベースとし、情報源にあたろうとする行動が

見られた。これに対し、熟練した図書館員の行動は大きく異なり、情報源の信頼性をポイントとする

行動が見られた。 

この調査結果は下記に示す通り、雑誌論文一本を発表。筑波大学中央図書館研修会にて中間報告、

また 5月に日本図書館情報学会春季研究集会にて研究発表の予定である。 

またこの研究は今年度も筑波大学附属図書館及び附属図書館研究開発室の支援を得て、継続する予

定である。 
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